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訃  報

岡村　国和 （おかむら・くにかず）
経済学部教授
2021年4月15日、病気のため死去、68歳

　4月にご病気でご逝去されました。あまりに突然で言葉もありません。
ジョークが好きで、恥ずかしそうに笑うお姿が思い浮かびます。先生は慶
応義塾に学び、広島修道大学で教鞭をとられたのち、1991年に本学
にこられました。以来、経営学科長、キャリアセンター所長などを歴任さ
れました。
　ご専門は保険論でしたが、保険とは福沢諭吉が初めて日本に紹介し
たもので、先生はその学問的伝統の継承と発展に心血を注がれまし
た。研究室に集う多くの学生と熱心に語り合う先生の声がいまも聞こえ
るようです。もっと一緒に飲みたかった。安らかにお休み下さい。

（ほんだ・ひろくに　経済学部教授）

岡村国和先生を悼む 本田浩邦

1991年　経営学科助教授
1993年　教授
2000年　経営学科長
2008年　キャリアセンター所長

5月13日、国際交流センターは、協定校である仁荷大学（韓国）と学内
応募で選ばれた獨大生14名によるオンライン学生交流会を行った。仁荷
大生による韓国紹介の後、グループに分かれて日本語と韓国語を交えな
がら会話し、計28名の学生が日韓交流を楽しんだ。
　5月25日には、獨大生18名が各国からの交換留学生等とともに対話型
イベント「J-Café」を実施した。同企画は学生主体の取り組みであり、7月
まで3回にわたり開催される。初回は「私の地元紹介」をテーマに、獨大生
が作った草加市を紹介する動画を視聴。その後グループに分かれてそれ
ぞれの「地元」について、日本
語と時折英語を混じえて会
話を楽しんだ。
　海外との交流が難しい時
期ではあるが、国際交流セン
ターでは今後もさまざまな
形で国際交流の機会を提供
していく。

オンラインによる国際交流イベントを実施

キャリアセンターは、今春、学生の就職活動におけるWeb面接用個室
ブースを４か所設置し、学業と就職活動を両立できる環境を整備した。
　現在、新型コロナウイルス感染症の予防対策として、多くの企業が採用
活動にWeb面接を導入している。一方、2021年度春学期は対面授業中
心のスタートとなったことから、遠距離通学をしている学生や、授業の合
間などに採用試験を受けたい学生から「キャンパス内でWeb面接を受け
ることのできる施設はないか」という問い合わせが寄せられた。今回、そ
んな学生のニーズに応える形で、面接に必要な静穏性と機密性を確保し
た個室ブースをキャリアセンター内に設置した。
乾 凱雄キャリアセンター事務課職員は「４年生に限らず、インターン

シップの選考などで、３年生の利用も開始しています。利用者からの要
望を受け、個室内に照明を導入するなど改善も加えました。今後も授業
と両立し、安心して就職活動を行える環境を整備していきます」と語って
いた。

大学内にWeb就職面接用　個室ブースを設置

　5月15日、2021年度獨協大学父母の会総会が新型コロナウイルス
感染症対策を十分にとった上で、東棟102教室で行われた。
　山路朝彦学長・父母の会名誉会長は「新型コロナウイルス感染症対
応に際しては、多大なご寄付、ご寄贈を賜りました」と、同会の支援に謝
意を表すとともに、大学における新型コロナウイルスへの対策をとりつ
つ教育の継続に取り組む決意を述べた。野間綾子代表幹事の挨拶の
後、2020年度収支決算と2021年度父母の会正会員幹事及び監査11
名が承認された。
　総会終了後、新役員による第
１回幹事会が開催され、代表幹
事に野間綾子氏が再び選任さ
れたほか、副代表幹事と執行幹
事が決まり、2021年度の父母
の会の活動がスタートした。な
お懇親会は、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため、開催を
見合わせた。

父母の会総会 開催

　NHKラジオ「まいにちフランス語」の講師を本学フランス語学科教員
が務めている。月曜日から水曜日までの入門編「Momokaの薫るフラン
ス発見の旅」をジョルジュ・ヴェスィエール専任講師と野崎夏生非常勤講
師が担当。4月～6月の木曜日と金曜日の応用編「Julieのニッポン発見」
を井上美穂非常勤講師が担当した。
　入門編を担当するヴェスィエール専任講師と野崎非常勤講師は「講座
タイトルには、日常会話だけでなく料理
や食べ物の話を通じて、フランスの歴史
や文化にも興味を持ってほしいという思
いを込めました。主人公のMomokaと
一緒に、楽しく学んでいきましょう」とコ
メント。応用編を担当した井上非常勤講
師は「日本在住のフランス人女性がフラ
ンスに住む友人に送った手紙を教材に
しています。この番組のテキストは図書
館にもありますので、ぜひご覧くださ
い」と語った。
　番組の詳細はNHKラジオ「まいにち
フランス語」公式ホームページまで。

本学教員がNHKラジオ番組を担当

　今春、東京ヤクルトスワローズに入団した並木秀尊選手（21年経済学
科卒）から、本学体育会硬式野球部にスローボールトスマシンが寄贈さ
れた。
　4月22日に天野貞祐記念野球場で行われた贈呈式では、並木選手が
「マシンを活用し、１部昇格をしてほしい」とコメントを寄せ、その後、部員
が初打ちを行った。主将の御代川弘哉さん（営4年）は「並木先輩には練
習後に食事に誘っていただくなど、個人的にもお世話になった。この厚意
に一部昇格という形で報いたい」と決意を述べた。

ヤクルト並木選手が野球部にトスマシンを寄贈

ホームページ等でお知らせしている通り、埼玉県および草加市に発出
された「まん延防止等重点措置等に基づく協力要請」および東京都に発
令された「緊急事態宣言」により、一時的に学内への入構者数を少なく
する措置として、5月6日（木）から6月12日（土）までを「遠隔授業拡大期
間」としました。
　6月14日（月）以降については、6月19日（土）までの対面授業再開に
向けての移行期間を設けて、再開準備ができた授業から順次対面授業
を実施。6月21日（月）以降は、2021年2月26日付ホームページ掲出の
「2021年度新学期に向けて」で示した通り、今年度の授業に関する基本
方針に従い、対面授業を基本としました。
今後の感染拡大状況および社会情勢によっては、授業実施方法を見

直すこともあります。

5月6日以降の授業方針について（報告）

韓国・仁荷大学との交流の様子

ヴェスィエール専任講師と
野崎非常勤講師

挨拶を述べる山路朝彦学長

　学友会は、4月26日～28日、30日に学内の芝生広場及びメインスト
リートを使用し、対面でのクラブ・サークル勧誘活動を行った。これは主
に、昨年度大学へ入構できなかった新2年生と、新1年生を対象として
企画したもの。
　三密を回避するため、全体のブース数を例年よりも削減し、各ブー
スでの人数制限も行った。各団体が日替わりで勧誘活動を展開し、4日
間で計89の団体が勧誘活動を実施した。
　また、4月の間、各団体からのウェルカムメッセージがプロムナード
を彩った。

対面での学友会団体勧誘活動を実施

イナ

６月2日、入試課は、高校教員を対象とした「獨協大学入試説明会」を開
催した。今回は対面による開催に加え、新型コロナウイルス感染症対策と
して、オンライン配信も行った。事前申し込みはオンライン視聴も合わせ
197名（164校）あり、当日は102校から105名の高校教員が来学した。
西棟102教室を会場とした第Ⅰ部では、駿台教育研究所の石原賢一進

学情報事業部長による「2021年度大学入学共通テストの分析と私大入
試結果について」と題した講演と、指物敏一入試課長による「獨協大学
2021年度入試結果と2022
年度の新たな入試制度につ
いて」の説明があった。第Ⅱ部
では、会場を同棟２階の教室
に移し、学科別個別相談会を
実施した。第Ⅰ部同様、多くの
高校教員が参加し、相談ブー
スに訪れた。
入試・入学者選抜に関する

相談は入試課まで（TE L  
048-946-1900）

高校教員対象入試説明会を開催

さしものとしかず

いぬいときお

　獨協大学及び獨協学園全体の財政状況は、7月中旬に大学ホー
ムページで開示します。
こちらをご覧ください。
URL https://www.dokkyo.ac.jp/about/finance/

獨協大学及び獨協学園の財政開示について
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